３日は、ひなまつりの献立です。
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　３月 (がつ)３日 (か)は「ひな祭 (まつ)り」です。３月 (がつ)は桃 (もも)の花 (はな)が咲 (さ)く季 (き)節 (せつ)であることから「桃 (もも)の節句 (せっく)」ともいいます。春 (はる)の訪 (おとず)れを喜 (よろこ)び、子 (こ)どもたちの健 (けん)康 (こう)で幸 (しあわ)せな日々 (ひび)が末永 (すえなが)く続 (つづ)くことを願 (ねが)う日 (ひ)として、昔 (むかし)から日本 (にほん)で大切 (たいせつ)にされてきた行事 (ぎょうじ)です。







＜ひなまつりのごちそう＞

[image: ]白酒（しろざけ）

[image: ]ひなあられ

[image: あまざけ]みりん、もち米 (ごめ)、米 (こめ)こうじで作 (つく)った甘 (あま)くて濃 (こ)い、白 (しろ)いにごりのあるお酒 (さけ)。

桃色 (ももいろ)のあられは「命 (いのち)」、白色 (しろいろ)は「雪 (ゆき)の大地 (だいち)」、
緑 (みどり)は「木々 (きぎ)の芽吹 (めぶ)き」を表 (あらわ)しています。
この3色 (しょく)を食 (た)べることで、自然 (しぜん)の
エネルギーをもらって、健康 (けんこう)に
成長 (せいちょう)できますようにという願 (ねが)いが
こめられています。
今日 (きょう)はそんな願 (ねが)いのこもったデザートです。



[image: ]



はまぐりの潮汁（うしおじる）


[image: ]ひしもち
この季節 (きせつ)、潮干狩 (しおひが)りで採 (と)れる貝 (かい)です。一対 (いっつい)の貝 (かい)がらだけがぴったりと合 (あ)い、
ほかの貝 (かい)がらとは形 (かたち)が決 (けっ)して合 (あ)わないことから、「おとなになって、よい相手 (あいて)と出会 (であ)えますように」という意味 (いみ)をこめ
て使 (つか)われます。本来 (ほんらい)ははまぐりですが、今日 (きょう)はあさりで表現 (ひょうげん)しました。



桃色 (ももいろ)は「桃 (もも)の花 (はな)」、白色 (しろいろ)は「雪 (ゆき)」、緑 (みどり)は「大 (だい)地 (ち)」で「雪 (ゆき)の下 (した)には新 (しん)芽 (め)
が芽吹 (めぶ)き、桃 (もも)の花 (はな)が咲 (さ)いている」
という春 (はる)の情景 (じょうけい)を表 (あらわ)して
います。
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[image: ]春 (はる)の味覚 (みかく)をたくさん盛 (も)り込 (こ)んだおすし。今日 (きょう)は給食風 (きゅうしょくふう)アレンジです。

[image: ][image: ]　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひなまつりにちなんで、給食 (きゅうしょく)でも健 (すこ)やかな成長 (せいちょう)を願 (ねが)った献立 (こんだて)です。味 (あじ)わって食 (た)べてください。
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